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“江戸東京を歩く ２０１2” 

 

目黒不動・等々力渓谷の散歩 
 

◆ 開催日  ： 2012年３月２０日（火・祝）  

◆ 集合場所 ： ＪＲ目黒駅 中央改札口 

◆ 集合時間 ： 午前 1０時３０分 

◆ 解散時間 ： 1６時 30分頃／半蔵門線・二子玉川駅 

◆ 参加費  ： 無料（交通費、飲食費、拝観料などは個人負担） 

 

◆ 散歩コース 

目黒・雅叙園／行人坂／大円寺／太鼓橋／蟠竜寺／ 目黒不動 ／成就院 

自由が丘（お茶）／九品仏（淨真寺）／満願寺／等々力不動／玉川大師／高島屋 

 

１）＊目黒・雅叙園＊ （館内の見事なお飾り・調度品を楽しく見学します） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 目黒・雅叙園庭園の滝 ） 

 

左の画像は、「百段階段」です。これは通称で、ホテル

雅叙園東京の前身である「目黒雅叙園」３号館にあた

り、昭和１０年（1935）に建てられた。いまでは、

当館に現存する唯一の木造建築です。 

食事を楽しみ、宴が行われた７部屋を。９９段の長い

階段廊下が繋いでいます。階段は厚さ約５㎝のケヤキ

板を使用。この「百段階段」の美しさは江戸文化の継

承を示しとされ、平成２１年（2009）には、東京都

の有形文化財に指定されました。 

鎌倉楽しむ会 
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２）行人坂 
 

江戸時代は目黒不動への参詣客で賑わった坂道。寛永年間（１６２４～１６４４）、こ

の坂の途中に出羽湯殿山行人派の寺があり、修験行者によって大日如来堂が建立された

ことからこの名がついたといわれる。 

また、明和九年（１７７２）の「行人坂の大火」はここが火元とされている。 

坂の途中には「江戸名所図会」にも取り上げられた「富士見茶屋」があった。ここから

は過って、雪をいただいた富士山を眺望できた。 

 

 

３）大円寺 
 

 

 

 

 

 

 

 

湯殿山の修験僧だった大海法印が、ここに大日如来をまつって祈願道場を開いたのが

はじまりと伝えられる。 

明和９年（１７７２）の火元は本堂と云われ、江戸の３分の一以上を焼き尽くし死者は

１万４７００人にものぼる大火事であった。このため、長い間再建されず、嘉永元年（１

８４８）に薩摩藩主島津侯らの働きかけで再興された。 

本尊の木造清凉寺式釈迦如来立像は建久４年（１１９３）に造立され、重要文化財に指

定されている。ほかに十一面観音や三面大黒天（山手七福神のひとつ）も安置されてい

る。境内左手には、石造の五百羅漢があり、石造では都内唯一である。「行人坂大火」

の死者を供養するために造立されたというのが通説になっている。 

境内右手には、西運ゆかりの阿弥陀三尊などがある。西運は、もとは駒込円林寺の寺小

姓で、吉三と名乗っていたという。 

吉三は、八百屋お七が恋いこがれた人と言われ、お七が処刑されたのちに僧となり、

大円寺より坂下にあった明王院に入って西運と称していた。 

西運はお七の菩提を弔うため、目黒不動と浅草観音に「隔夜日参一万日」の願を立て、

５４年かけて行を成し遂げたという。 

この行の途中、多くの江戸庶民から寄進された浄財で行人坂に敷石をつくり、目黒川

に雁歯橋を架けたといわれる。 



3 

 

４）太鼓橋 
 

目黒川に架かる橋。明和６年（１７６９）に完成した石橋で、安藤広重の「名所江戸百

景」にも描かれた。大正９年（１９２０）の豪雨で流され、昭和７年には鉄橋となり、

現在の橋は平成３年の完成で「太鼓橋」が明記されている。 

 

５）蟠竜寺 
 

参道左手に置かれている結界石は寛政 7年（1709）に造立され「不許辛肉酒入門」と

刻まれている。本尊の木造「阿弥陀如来座像」は平安末期から鎌倉初期の作と推定され、

都の指定文化財です。境内には弁天堂があり、「岩屋の弁天さま」とよばれ、江戸の裏

鬼門の鎮守としてここに祀られた。 

 

６）目黒不動 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「泰叡山瀧泉寺」といい、上野寛永寺を本寺とする天台宗の寺院。関東で最も古い霊

場で、江戸五色  不動の筆頭でもある。三代将軍家光の帰依を受けて、寛永１１年

（１６３４）には５０余棟に及ぶ山岳寺院の大伽藍が完成し、江戸有数の名刹になっ

た。壮観をきわめた堂宇は、大半を戦災で焼失してしまったが、前不動堂や勢至堂は

難を逃れた。本堂に上る石段の手前左側には、開創以来、絶えたことがないと言われ

る「独鈷の滝」が流れ落ちている。 

急な石段の「男坂」の下には家光ゆかりの「鷹居の松」がある。「女坂」の途中の石

窟内には寛政８年（１７９６）造立の「役行者倚像」がある。 

本堂の裏手には天和３年（１６８３）に造立された「大日如来座像」が安置されて

いる。 

また、江戸三十三観音の結願の「聖観世音」が祀られている寺でもある。さらに、

仁王門の左手にある池の奥には山手七福神のひとつ「恵比寿神」がまつられてい

る。 
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７）成就院 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

８）自由が丘 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

慈覚大師が開山したと伝えられる天台宗の古刹。本尊の薬師如来像は、三匹の

タコが蓮華座を支えている形の珍しいもの。このため「蛸薬師」ともよばれてい

る。 

境内には「お静地蔵」とよばれる地蔵尊像があり、２代将軍秀忠の側室お静の方

が、息子である保科正之の栄達をこの寺に祈願し、晴れて信州高遠城主３万石（の

ち会津２３万石）に取り立てられた際、その御礼として奉納したものという。 

 

自由が丘のスイーツ。有名なモンブランなど甘味をお洒落にいただきチョット休憩。 
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９）九品仏（浄真寺） 
 

「九品仏」の名で知られる淨真寺は、延宝６年（１６７８）に奥沢城跡地に珂碩上人

（かせきしょうにん）が開山となり、九品山唯在念仏院といい、浄土宗知恩院の末で

増上寺の別院である。本尊は釈迦牟尼如来座像。 

仁王門は寛政５年（１７９３）の再建。鐘楼は宝永５年（１７０８）に建てられ梵鐘

は都指定文化財。３万６千坪の境内には本堂と三仏堂が向かい合って立っていて元禄

１１年（１６９８）に完成している。本堂は龍護殿ともいい、穢土（えど・此岸しが

ん）で西面建っている。三仏堂は浄土（彼岸）を表し、右から中品（チュウボン）・上

品（ジョウボン）・下品（ゲボン）堂で、それぞれ３体の阿弥陀如来像が安置されてい

る。都指定文化財。３年に一度８月１６日に「お面かぶり」の行事があり、都無形民

俗文化財に指定されている。 

＊墓地に眠る人々 ◆ 菊田一夫 ◆ 五島慶太・昇 ◆ 石川達三 など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

閻魔大王 

と 

簒奪婆 

ご本堂 
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１０）等々力不動 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

滝轟山明王院といい、万願寺の別院。渓谷の斜面に７～８世紀頃の横穴古墳が３基あ

り、また、不動堂の東には５～６世紀頃の御岳山古墳がある。渓谷の至る所から水が

湧き出ている不動の滝もハケからの湧水でかっては、この滝に打たれて行をする修行

僧が各地から訪れていた。役の行者ゆかりの霊場とされ、不動明王堂が建てられてい

る。 

滝の上の等々力不動尊は、紀州根来寺の興教大師が神託により、この地の霊場なるを

悟って堂を建立したと伝えられ、戦国時代に吉良氏が戦勝祈願所にしたという。 

全長１キロ㍍にわたって高低差１５㍍のなかを流れる矢沢川の両岸は武蔵野の自然が

色濃く残っている。 

 

＊  満願寺 ＊ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左の画像は、文化勲章受章者の「吉

田五十八」先生設計のご本堂です。非

常に落ち着きのある京風のお寺です。 

総本山は京都東山の智積院で、宗派

は真言宗智山派です。 

創建は平安時代末期とされる。 

お祀りされている「一言地蔵」は日本

三体地蔵と言われ、「一言祈願すると

願いが叶う」と伝えられている。 

柳沢吉保時代の書家「細井広沢」の墓

は「国の史跡」となっている。 
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１１）玉川大師 （玉真蜜院） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

弘法大師を本尊とする太子堂と地下の遍照金剛殿は、昭和９年に開基竜海阿闍梨が完

成させたもの。 

地下霊場は本堂から５㍍の深さに巡拝通路１００㍍を設け、大日如来の胎内を真っ暗

闇の中で巡る形になっている。 

四国八十八ヵ所と西国八十八ヵ所の霊場の大師と観音を安置、秘仏で厄除の大日如

来、釈迦涅槃像、本尊で修行中の弘法大師像を巡拝修行することができる。 

 

１２） 玉川・高島屋 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 44年（１９６９）

に開店。玉川・高島屋Ｓ

Ｃの核店舗として成功

し、日本初の郊外型百

貨店として成功し、今

日でも城南地区の基幹

店舗として有名。また、

世田谷・成城・田園都市

に在住する有名芸能人

なども多数利用し、そ

の買い物姿をお見受け

することもあります。

少しご期待！ 

【完】 


